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ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
一
環
で
も
あ
る
た

め
、
手
荷
物
の
重
量
オ
ー
バ
ー
は
追
加
料

金
が
必
ず
発
生
す
る
。
予
約
時
↓
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
時
↓
搭
乗
時
の
川
に
、
追
加
料
金

が
高
く
な
る
。
微
妙
に
超
過
し
そ
う
な
際

は
、
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
や
電
池
な
ど
を
上

着
な
ど
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
、
重
さ
を

分
散
さ
せ
よ
う
。
ザ
・
ノ
ー
ス
・
フ
ェ
イ

ス
社
の
エ
ン
デ
ュ
ラ
ン
ス
ベ
ス
ト
の
よ
う

に
、
ポ
ケ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
つ
い
た
ベ
ス

ト
は
、
こ
ん
な
と
き
に
も
重
宝
す
る
。

重
い
登
山
靴
を
持
っ
て
い
く
場
合
は
、

搭
乗
ま
で
履
い
て
、
機
内
で
ス
リ
ッ
パ
に

履
き
替
え
る
の
も
手
だ
。

〔
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
お
さ
ら
い
一

Ｌ
Ｃ
Ｃ
と
は
、
大
手
航
空
会
社
よ
り
も

低
価
格
な
航
空
会
社
の
こ
と
。
同
じ
機
種

の
飛
行
機
を
そ
ろ
え
る
こ
と
で
整
備
や
訓

練
費
を
減
ら
し
た
り
、
機
内
サ
ー
ビ
ス
を

簡
略
化
し
た
り
、
手
荷
物
を
有
料
化
し
た

り
し
て
低
価
格
を
実
現
し
て
い
る
。
と
は

い
え
、
安
全
性
に
関
し
て
は
、
大
手
と
同

じ
法
令
に
従
っ
て
い
る
た
め
に
差
は
な
い
。

ま
た
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
で
は
な
い
が
、
フ
ル
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
航
空
会
社
で
も
、
大

手
よ
り
も
手
軽
な
値
段
で
利
川
で
き
る
と

ころもある。

レ
ー
ス
の
参
加
費
が
高
騰
し
て
い
る
昨
今
、
宿
泊
費
や
交
通
費
も
含
め
た
全
体
の

費
用
も
気
に
し
た
い
と
こ
ろ
だ
・
遠
方
の
場
合
、
交
通
費
は
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
格
安
航
空
券
）

を
使
っ
た
ほ
う
が
安
い
が
、
荷
物
の
計
量
が
シ
ビ
ア
だ
っ
た
り
、
遅
延
の
際
の
対

応
な
ど
割
り
切
り
が
必
要
だ
っ
た
り
す
る
面
も
あ
る
・
そ
こ
で
今
月
は
、
安
く
快

適
に
Ｌ
Ｃ
Ｃ
で
飛
ぶ
た
め
の
コ
ツ
を
紹
介
し
た
い
。

一
手
荷
物
の
計
量
は
厳
格
に
〕

映
画
や
ゲ
ー
ム
機
な
ど
は
有
料
な
の
で
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
映
画
、
音
楽
、
本
を

入
れ
て
用
意
す
る
人
は
多
い
。
し
か
し
、

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
れ
ば
、
地
図
、

高
低
図
な
ど
を
用
意
し
て
お
き
、
コ
ー
ス

研
究
に
充
て
る
の
に
ぴ
っ
た
り
の
時
間
で

もある。
ま
た
、
空
港
か
ら
宿
泊
地
や
会
場
へ
の

ア
ク
セ
ス
も
こ
の
時
間
に
お
さ
ら
い
し
よ

う
。
現
地
で
バ
ス
停
を
探
し
て
い
る
う
ち

［水はどうする？

》

国
際
線
だ
と
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
は

保
安
管
理
検
査
場
を
通
過
で
き
な
い
が
、

国
内
線
で
は
通
過
で
き
る
。
し
か
し
、
国

内
線
で
も
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
使
う
場

合
、
国
際
線
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
の
で

通
過
で
き
な
い
。
Ｌ
Ｃ
Ｃ
は
国
際
線
の
タ

ー
ミ
ナ
ル
を
使
う
こ
と
も
多
い
の
で
注
意

したい。
喉
の
渇
き
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
影
響

す
る
の
で
、
安
く
あ
げ
た
い
場
合
や
、
お

気
に
入
り
の
ド
リ
ン
ク
を
パ
ウ
ダ
ー
で
用

意
し
た
い
の
な
ら
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
だ
け

持
ち
込
ん
で
、
搭
乗
口
に
あ
る
水
飲
み
場

で
補
給
し
て
お
こ
う
。
食
料
・
飲
料
は
持

ち
込
み
不
可
の
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
水
は
ス
ル
ー
さ
れ
る
。
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【今月のお気に入り
ちよこつと外出に便利マッブサコシュ（アライテント社）ユ
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いが、折り曲げて使うから必要は
ないだろう。メッシュ部分もブタ
部分が折り重なるため中身が飛び
出さない。大きい地図を入れると
きは、折り込まずにストレートに
使えば入る。
色は、フォーマルからカジュア
ルまで合わせやすいグレーのほか、
さかいやスポーツとのＷネーム
で作られた緑と横もある。
メッセンジャーバッグでは大き
すぎるし、ポシェットだとかわい
すぎる…･･･そんな微妙なお出かけ
の際、さくつと便利に使いたい。

何も持たずに外出するのが粋だ
が、小銭と鍵だけ持てばいい昔と
は違って、今はスマートフォンも
必携品。人によってはデジカメや
各種ボイントカードなども持ち歩
くので、ポケットに入らない量に
なってしまう。そんなときにぴっ
たりなのが、アライテントのマッ
ブサコシュだ。
折り畳んだときのサイズは（深
さ）１９×（幅)２５cwl、テントと
同じ４０デニールの布地を使って
いるので、重量は５５gしかない。
ジッパーやボタン類は付いていな

『 Ｌ

重
大
込
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二
戸
１
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１
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iで合わせや-
)いやスボー
ニられた緑と１
ツセンジャ．
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バッグ
ットだ
微妙な
利に使

×（幅）
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格
安
航
空
券
活
用
ガ
イ
ド

卜
し
イ
ル

ラ
ン
ナ
’
の
た
め
の



トレイルランニングをこよなく愛する人たちに贈るディーブな情報

「
遅
延
し
て
乗
り
換
え
ら
れ
ず
、
余
計
に

費
用
が
か
か
っ
た
」
と
か
「
遅
延
し
て
術

泊
す
る
必
要
が
あ
っ
た
」
な
ど
と
い
っ
た

こ
と
は
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
で
は
よ
く
聞
く
ト
ラ
ブ

ル
だ
。
そ
う
い
っ
た
事
態
を
乗
り
切
る
た

に
乗
り
遅
れ
た
り
、
道
を
間
違
え
た
り
し

て
、
到
着
す
る
頃
に
は
飲
食
店
が
閉
ま
っ

て
い
た
り
す
る
と
、
小
さ
い
と
こ
ろ
で
、

予
定
が
大
き
く
ず
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

快
眠
の
た
め
に
、
耳
栓
や
ア
イ
パ
ッ
チ

な
ど
を
、
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
入

手
し
て
お
く
の
も
オ
ス
ス
メ
だ
。

〔
寒
さ
対
策
″
］

毛
布
の
貸
し
出
し
も
有
料
と
い
う
こ
と

が
多
い
。
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
な
ら
、
サ

バ
イ
バ
ル
シ
ー
ト
を
使
っ
て
特
別
感
を
出

し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
動
く
と
バ
リ
バ
リ

と
音
を
立
て
る
し
、
周
り
の
乗
客
を
不
安

が
ら
せ
る
の
で
控
え
よ
う
。

レ
ー
ス
時
と
同
様
に
、
暖
か
く
て
快
適

な
レ
イ
ャ
リ
ン
グ
を
搭
乗
前
か
ら
着
て
お

く
と
、
手
荷
物
の
軽
量
化
に
も
な
る
。

一
不
便
さ
は
力
ｌ
ド
で
克
服
〕

飛行機で運ぶトレラン機材の早見表

1．機内持ち込み不可で､預け荷物にしなければ
ならないもの
→ジェル類､マッサージオイル､アイゼン､ナイフ

２預けることが不可で､機内持ち込みのもの
→ライター(１つのみ)、USB電源､ヘッドランプの
充電池(例えばペツルNaoの充電池は預け荷物
にできない）

３機内持ち込みも預け荷物にもできず､持って
いけないもの
→コンロの燃料(現地で調達するべし）

め
に
も
、
旅
行
に
強
い
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ドを使おう。

カ
ー
ド
に
よ
っ
て
は
飛
行
機
の
遅
延
や
、

宿
泊
費
用
が
発
生
し
た
場
合
に
補
償
し
て

く
れ
る
も
の
も
あ
る
。
使
う
航
空
会
社
は

限
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
遅
延
上
等
！

と
余
裕
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
は
ず
。

ま
た
、
そ
う
い
っ
た
カ
ー
ド
は
、
世
界

中
の
ラ
ウ
ン
ジ
を
無
料
で
使
え
る
プ
ラ
イ

オ
リ
テ
ィ
パ
ス
が
付
い
て
き
た
り
、
保
険

が
手
厚
か
っ
た
り
と
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
走

り
川
る
人
な
ら
十
分
に
元
は
取
れ
そ
う
だ
。

【
空
港
に
近
い
ト
レ
イ
ル
は
？
ロ

熊
本
空
港
な
ら
、
阿
蘇
ラ
ウ
ン
ド
ト
レ

イ
ル
・
九
州
脊
梁
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
の
会
場

に
近
い
。
神
戸
空
港
な
ら
六
甲
全
山
縦
走

路
、
関
西
国
際
空
港
な
ら
ダ
イ
ャ
モ
ン
ド

ト
レ
ー
ル
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
は
、
新
幹

線
十
椛
来
線
よ
り
も
ず
っ
と
早
く
楽
に
ア

クセスできる。

生
椚
間
に
近
く
て
使
い
や
す
い
格
安
航

空
の
就
航
先
か
ら
大
会
を
探
す
の
も
、
意

外
な
地
域
の
レ
ー
ス
に
お
安
く
出
場
で
き

る
秘
訣
か
も
し
れ
な
い
Ｐ

※機内持ち込みは､般的には最長４５～５５cmなので、３
分割のストックなら持ち込めることが多い。ただし､細かっ
たり､先が尖っていたりすると､現場判断で預け荷物にしな
ければならないと判断されることも。判断が心配なら､預
けておこう。
防水スプレーは､引火性ガスまたは毒性ガスを使用しな
いものは預け荷物となり､その他は飛行機に乗せられない。

吉 本 亮
２００２年に富士登山競走に
出るも８合目手前で失格。同
年の初マラソンは福知山で
４時間。たまには違った競技
も！ということで、６月は熊
本のトライアスロン大会に
参加してきます。
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神戸空港から六甲全山縦走路へ

今月の日帰りトレイルのご案内
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六甲全山縦走路といえば、各種
団体が足試し的なイベントをちょ
こちょことやっている登山道だ。
通称、馬の背と呼ばれるグランド
キャニオンのような風景もあれば、
町なかの舗装路も現れる。そんな
六甲全山縦走路へは、スカイマー
クが就航する神戸空港が便利だ。
六甲全山縦走路は起点が須磨浦

公園で終点が宝塚となっており、
どちらも空港から電車で１時間弱。
空港に到着する時刻と帰りの便の
時刻から滞在時間を算出し、それ
から約２時間引くと、トレイルを

走れる時間が大体わかる。
スタートの須磨浦公園駅から階

段もある上りでスタート。すぐに
インスタ映えする馬の背が出現す
るので、時間をかけて良い構図で
撮っておこう。その後なだらかな
上り下りが出現するものの、飽き
てしまうほどの上りはない。住宅
地が何度も出てきて、自販機もあ
るし、道路と並行して進む登山道
もある。後半は左に折れると、有
馬温泉にも立ち寄れる。温泉を楽
しむのもよし、初志貫徹で宝塚に
向かうのもよし。

帰りは三ノ宮に向かい、神戸空
港へのモノレールに乗り換える。
駅を出てすぐに空港のカウンター
があるので、時間を読みやすい。
全国的に有名な六甲全山縦走路
を完踏するのに、東京から日帰り
ができて約２万円で済む。時間
的・料金的に鉄道では難しいとこ
ろだが、格安航空ならではの時短、
格安のツアーが楽しめる。

りは三ノ宮に向
のモノレールに
出てすぐに空港
るので、時間を
国的に有名な六

いえは
ベント
る登山

なイベ
ている

-卜Ｃ
る上Ｉ で

す
い／え背と呼｜

のようフ
装路もＩ
走路へＩ

グラン
もあれ

やすい
山縦走景もあ

る。そ
スカイ

、時間をか
おこう。そ現れる

は、ス
奉港が

〕ら日
む。できて約

・料金的Ｉ
て約２りが

電車で
刻と帰 新宿駅を発着点として

時間:始発で行けば､坐時間:始発で行けば､当日の終電に余裕で間に合う
予算:往復で約２万円
風呂;有馬温泉
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l試走上の注意l･縦走路はちゃんと道標が立っているものの､住宅街にはなく迷ってしまう｡スマホのGPSで地図を参照しながら進むのが吉。
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